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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1) 連結経営指標等

回次 第98期中 第99期中 第100期中 第98期 第99期

会計期間

自2021年
　11月１日
至2022年
　４月30日

自2022年
　11月１日
至2023年
　４月30日

自2023年
　11月１日
至2024年
　４月30日

自2021年
　11月１日
至2022年
　10月31日

自2022年
　11月１日
至2023年
　10月31日

売上高 （千円） 254,684 274,563 254,155 551,979 561,396

経常利益 （千円） 10,468 16,257 18,279 23,134 50,937

親会社株主に帰属する中間

（当期）純利益又は親会社株

主に帰属する中間純損失(△)

（千円） 7,124 △29,374 18,127 14,003 16,818

中間包括利益又は包括利益 （千円） 51,273 22,892 80,608 49,759 99,116

純資産額 （千円） 1,647,869 1,663,843 1,815,333 1,646,355 1,740,067

総資産額 （千円） 3,488,056 3,497,497 3,541,816 3,404,362 3,468,224

１株当たり純資産額 （円） 462.53 467.14 509.68 462.10 488.54

１株当たり中間（当期）純利

益又は１株当たり中間純損失

(△)

（円） 2.00 △8.25 5.09 3.93 4.72

潜在株式調整後１株当たり

中間（当期）純利益
（円） － － － － －

自己資本比率 （％） 47.24 47.57 51.25 48.36 50.17

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 66,485 △8,917 53,761 75,755 50,071

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △32,135 1,371 △2,821 △34,416 △10,577

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △20,145 48,986 △23,093 △60,918 △48,021

現金及び現金同等物の

中間期末（期末）残高
（千円） 85,153 90,617 69,362 50,155 41,167

従業員数
（人）

33 28 30 32 26

（外、平均臨時雇用者数） (21) (16) (16) (22) (16)

　（注）潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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(2) 提出会社の経営指標等

回次 第98期中 第99期中 第100期中 第98期 第99期

会計期間

自2021年
　11月１日
至2022年
　４月30日

自2022年
　11月１日
至2023年
　４月30日

自2023年
　11月１日
至2024年
　４月30日

自2021年
　11月１日
至2022年
　10月31日

自2022年
　11月１日
至2023年
　10月31日

売上高 （千円） 231,218 256,186 236,578 505,212 523,287

経常利益 （千円） 12,628 11,768 15,864 23,835 36,166

中間（当期）純利益又は中間純損

失(△)
（千円） 11,936 △33,681 15,895 19,141 3,291

資本金 （千円） 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000

発行済株式総数 （千株） 3,589 3,589 3,589 3,589 3,589

純資産額 （千円） 1,675,394 1,687,388 1,827,425 1,674,207 1,754,392

総資産額 （千円） 3,506,825 3,518,496 3,553,422 3,422,232 3,479,077

１株当たり純資産額 （円） 470.25 473.75 513.07 469.92 492.57

１株当たり中間（当期）純利益又

は１株当たり中間純損失(△)
（円） 3.35 △9.45 4.46 5.37 0.92

潜在株式調整後１株当たり

中間（当期）純利益
（円） － － － － －

１株当たり配当額 （円） － － － 1.50 1.50

自己資本比率 （％） 47.78 47.96 51.43 48.92 50.43

従業員数
（人）

11 10 11 11 9

（外、平均臨時雇用者数） (1) (1) (1) (1) (1)

　（注）潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当中間連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

2024年４月30日現在
 

セグメントの名称 従業員数（人）

繊維事業  27（15）

賃貸事業  1（ 0）

全社（共通）  2（ 1）

合計  30（16）

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（常用パートを含んでおります。）は、当中間連結会計期間の平

均人員を（　）外数で記載しております。

２．全社（共通）として記載されている従業員数は、特定のセグメントに区分できない管理部門に所属している

ものであります。

(2）提出会社の状況

2024年４月30日現在
 

セグメントの名称 従業員数（人）

繊維事業  8（ 0）

賃貸事業  1（ 0）

全社（共通）  2（ 1）

合計  11（ 1）

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（常用パートを含んでおります。）は、当中間会計期間の平均人

員を（　）外数で記載しております。

２．全社（共通）として記載されている従業員数は、特定のセグメントに区分できない管理部門に所属している

ものであります。

 

(3）労働組合の状況

　労働組合との間に特に記載すべき事項はありません。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

（1）経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

　当中間連結会計期間において、当社グループの経営方針・経営戦略等又は経営上の目標の達成状況を判断するた

めの客観的な指標等について、既に提出した有価証券報告書に記載された内容に比して重要な変更はありません。

　また、新たに定めた経営方針・経営戦略等又は経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等はあり

ません。

（2）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について、重要な変

更はありません。

　また、新たに生じた事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

 

２【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が

当社グループの財務状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識してい

る主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありま

せん。

 

３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績等の状況の概要

　当中間連結会計期間における当社グループ（当社および連結子会社）の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フ

ロー（以下「経営成績等」という。）の状況の概要は次のとおりであります。

①財政状態及び経営成績の状況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、インフレが継続する一方で国内総生産(ＧＤＰ)の半分以上を占める

個人消費が低調で、景気回復の足取りは鈍く、2024年１～３月期国内総生産(ＧＤＰ)改定値は実質年率換算値は前

年比1.8％減と２四半期ぶりのマイナスに、また需給ギャップのマイナスも拡大いたしました。特に内需の柱である

個人消費は円安や原油高を背景とした物価上昇に賃金の伸びが追いついておらず、４四半期連続のマイナスとなり

ました。消費に次ぐ民需の柱である設備投資も、自動車業界での認証不正に伴う生産停止の影響などで前期比0.4％

減となりました。あわせて内閣府が発表した2023年度の国内総生産(ＧＤＰ)では個人消費の弱さを外需が支え、実

質成長率は前年度比1.2％増と３年連続のプラス成長となっており、実額は実質558兆円(名目597兆円)といずれも過

去最高を記録しております。2024年４～６月期におきましても物価上昇が続くなかで、自動車業界の挽回生産が消

費、設備投資、輸出を押し上げ、内・外需ともにプラスに寄与し、国内総生産(ＧＤＰ)はプラス成長に戻ると予想

されております。国際通貨基金(ＩＭＦ)公表による世界経済の見通しで、短期的には好調な米国の牽引で2024年の

世界経済は前回予想より0.1ポイント高い3.2％成長になると上方修正する一方で、中長期の見通しとして、５年後

の2029年の成長率は世界全体で3.1％と過去にない低水準となっております。その要因として、技術の進歩や労働者

の能力向上などの全要素生産性の低速、労働力人口の伸び悩みに加え、地政学的リスクの顕在化も指摘されており

ます。

　繊維業界におきましては、産業資材分野はコロナ禍からの人流の回復により好調な航空材業界向けと一部に生産

停止があったものの自動車業界向けがＥＶ(電気自動車)向け需要拡大により堅調に推移いたしました。衣料品分野

は、アパレル衣料の主力販路である百貨店販売がインバウンド効果も相まって好調に推移いたしました。一方で個

人消費の低迷による節約志向の動きもあり、今後の動向は依然として下振れリスクを抱えております。特に繊維業

界におきましては、原材料やエネルギー価格の高騰に加え、円安為替によるコスト上昇が収益面を圧迫する状況が

続いております。

　このようなグローバル社会の変化が激しく不確実性が高まる経営環境のなか、当社グループは2021年12月に策定

した「３カ年中期経営計画」を基軸に、事業収益、財務体質、情報力それぞれの強化を目指すとともに、経営の効

率化と変化に即応できる事業体制の構築に努めてまいりました。

　この結果、当中間連結会計期間の財政状態および経営成績は以下のとおりとなりました。

ａ．財政状態

　当中間連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末比で73,592千円増加し3,541,816千円となりました。流動

資産は、前連結会計年度末比で9,460千円増加し425,765千円となりました。固定資産は、前連結会計年度末比で

64,132千円増加し3,116,051千円となりました。

　負債合計は、前連結会計年度末比で1,673千円減少し1,726,483千円となりました。流動負債は、前連結会計年度

末比で27,658千円減少し365,257千円となりました。固定負債は、前連結会計年度末比で25,984千円増加し

1,361,225千円となりました。

　純資産合計は、その他有価証券評価差額金の増加などにより、前連結会計年度末比で75,265千円増加し1,815,333

千円となりました。
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ｂ．経営成績

　当中間連結会計期間の経営業績は、売上高254,155千円(前年同期比7.4％減)、営業利益15,573千円(同10.2％

増)、経常利益18,279千円(同12.4％増)、親会社株主に帰属する中間純利益18,127千円(前年同期29,374千円の親会

社株主に帰属する中間純損失)となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

　繊維事業は、当社グループの売上高の約６割を占める主力事業であります。

　受注高169,921千円(前年同期比24.0％減)、売上高154,604千円(同11.7％減)、セグメント利益8,607千円(同

50.3％増)、在庫高302,311千円(前年同期比2.1％減)となりました。

　賃貸事業は、売上高99,550千円(前年同期比0.5％増)、セグメント利益46,739千円(同2.3％減)となりました。

②キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動により得られた資金

を投資活動および財務活動で使用した結果28,194千円増加し69,362千円となりました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は53,761千円(前中間連結会計期間8,917千円の支出)となりました。

　これは主に税金等調整前中間純利益18,279千円、減価償却費22,269千円、売上債権の減少22,681千円などによ

るものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は2,821千円(前中間連結会計期間1,371千円の収入)となりました。

　これは主に有形固定資産の取得による支出2,718千円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は23,093千円(前中間連結会計期間48,986千円の収入)となりました。

これは主に短期借入金の返済による支出などによるものであります。

③会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

④生産、受注及び販売の実績

　当社グループの生産・販売品目は極めて多種多様であり、その生産形態も各事業所で幾多の品目を分担生産し、

同種の品目であっても、その生産単位等は一様ではなく画一的表示が困難であるため、セグメントごとに生産規模

および受注規模を金額あるいは数量で示すことはしておりません。

　このため生産、受注および販売の実績については、「(1) 経営成績等の状況の概要　①財政状態及び経営成績の

状況　ｂ．経営成績」における各セグメントの業績に関連づけて示しております。

　最近２中間連結会計期間の主な相手先別の販売実績および当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおり

であります。

相手先

前中間連結会計期間
（自　2022年11月１日
至　2023年４月30日）

当中間連結会計期間
（自　2023年11月１日
至　2024年４月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

株式会社アイリスプラザ 72,990 26.6 72,990 28.7

 

(2)経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

　経営者の視点による当社グループの経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間末現在において判断したものであります。

①当中間連結会計期間の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

ａ．経営成績等

1）財政状態

（資産合計）

　当中間連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末比で73,592千円増加し3,541,816千円となりました。

　流動資産は、現金及び預金の増加などにより、前連結会計年度末比で9,460千円増加し425,765千円となりまし

た。
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　固定資産は、投資有価証券の株価上昇による増加などにより、前連結会計年度末比で64,132千円増加し

3,116,051千円となりました。

（負債合計）

　当中間連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末比で1,673千円減少し1,726,483千円となりました。

　流動負債は、短期借入金の減少などにより、前連結会計年度末比で27,658千円減少し365,257千円となりまし

た。

　固定負債は、長期借入金の増加などにより、前連結会計年度末比で25,984千円増加し1,361,225千円となりまし

た。なお、借入金残高につきましては、前連結会計年度末比で9,328千円減少し813,764千円となりました。

（純資産合計）

　当中間連結会計期間末の純資産合計は、利益剰余金およびその他有価証券評価差額金の増加などにより、前連結

会計年度末比で75,265千円増加し1,815,333千円となりました。

　この結果、連結ベースの自己資本比率は、前連結会計年度末の50.17％から51.25％となり、１株当たり純資産額

は前連結会計年度末の488円54銭から509円68銭となりました。

2）経営成績

（売上高）

　売上高は、繊維事業の売上減少などにより、前中間連結会計期間に比べ7.4％減の254,155千円となりました。

（売上原価、販売費及び一般管理費）

　売上原価は、棚卸高の減少などにより前中間連結会計期間に比べ8.2％減の162,790千円となりました。

　販売費及び一般管理費は、販売・管理諸経費の削減などにより、前中間連結会計期間に比べ8.7％減の75,790千

円となりました。

（親会社株主に帰属する中間純損益）

　親会社株主に帰属する中間純損益は、前中間連結会計期間に比べ47,502千円増加し18,127千円となりました。

3）キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間のキャッシュ・フローの状況につきましては、「(1) 経営成績等の状況の概要　②キャッ

シュ・フローの状況」に記載のとおりであります。

ｂ．経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

　当社グループの経営に影響を与える大きな要因としては、「２［事業等のリスク］」に記載した内容がありま

す。当中間連結会計期間においては、以下となります。

　繊維事業につきましては、新型コロナウイルス感染症の５類移行によってオフィス通勤やイベント、観光地への

外出機会の増加によって、幅広いアイテムの衣料品販売が好調となりました。一方で物価上昇の影響による消費者

の購買意欲の減退に加え、原材料価格高騰と円安等による原価上昇が大きな懸念材料となっております。このよう

な経営環境のなか、当社グループは情報力の強化と環境に配慮した中での事業収益向上を重点課題として事業を推

進してまいりました。特に製品販売品目と販売経路については費用対効果の極大化と新しい取組の強化に努めてま

いりました。

　賃貸事業につきましては、前中間連結会計期間と同様に安定した売上となっております。今後も賃貸物件の適切

な管理運営による安定した収入の確保に取り組んでまいります。

②資本の財源及び資金の流動性に係る情報

資金需要

　当社グループの事業活動における運転資金需要の主なものは繊維事業における原材料・製品の仕入および外注加

工費用、各事業についての一般管理費等があります。また、設備資金需要としては、繊維事業および賃貸事業にお

ける建物・設備の更新のための投資等であります。

財務政策

　当社グループの事業活動の維持拡大に必要な資金を安定的に確保するため、内部資金の活用および金融機関から

の借入により資金調達を行っております。
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４【経営上の重要な契約等】

　当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

５【研究開発活動】

　特に記載すべき事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【主要な設備の状況】

　当中間連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

２【設備の新設、除却等の計画】

　当中間連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 11,629,000

計 11,629,000

 
②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（2024年４月30日）

提出日現在発行数（株）
（2024年７月26日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,589,000 3,589,000 －
単元株式数

  1,000株

計 3,589,000 3,589,000 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

（ライツプランの内容）

　該当事項はありません。

 

（その他の新株予約権等の状況）

　該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　 該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の状況】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年11月１日～

2024年４月30日
－ 3,589,000 － 100,000 － 122,741
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(5)【大株主の状況】

  2024年４月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

内山　正治 東京都渋谷区 804 22.59

渡邊　峯 東京都渋谷区 491 13.79

森田　昇 埼玉県新座市 357 10.02

内山　伸子 東京都渋谷区 250 7.02

田崎　桂子 東京都渋谷区 241 6.77

三井住友海上火災保険株式会社 東京都千代田区神田駿河台３－９ 149 4.19

太陽毛絲共済会 埼玉県川口市上青木５－５－９ 134 3.76

持田　一夫 埼玉県川口市 108 3.04

市田　昌子 東京都豊島区 101 2.84

株式会社埼玉りそな銀行 埼玉県さいたま市浦和区常盤７－４－１ 100 2.81

計 － 2,736 76.83

　(注）上記のほか、株式会社証券保管振替機構名義の名義書換失念株式が105千株あります。

 

(6)【議決権の状況】

①【発行済株式】

2024年４月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　27,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 3,530,000 3,530 －

単元未満株式 普通株式　　　32,000 － －

発行済株式総数 3,589,000 － －

総株主の議決権 － 3,530 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の名義書換失念株式が105,000株含ま

れております。また、「議決権の数」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の名義書換失念株式の完全議決

権株式に係る議決権の数105個が含まれております。
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②【自己株式等】

2024年４月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

太陽毛絲紡績株式会社
埼玉県川口市上青木

５－５－９
27,000 － 27,000 0.75

計 － 27,000 － 27,000 0.75

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．中間連結財務諸表及び中間財務諸表の作成方法について

(1）当社の中間連結財務諸表は、「中間連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成11年大蔵省令

第24号）に基づいて作成しております。

 

(2）当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和52年大蔵省令第38

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2023年11月１日から2024年４月

30日まで）の中間連結財務諸表および中間会計期間（2023年11月１日から2024年４月30日まで）の中間財務諸表につ

いて、公認会計士中村 孝氏および新創監査法人により中間監査を受けております。
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１【中間連結財務諸表等】

(1)【中間連結財務諸表】

①【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年10月31日)

当中間連結会計期間
(2024年４月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 41,167 69,362

受取手形及び売掛金 68,932 46,250

商品及び製品 219,836 215,248

仕掛品 4,665 2,248

原材料及び貯蔵品 72,638 84,814

その他 9,105 7,882

貸倒引当金 △40 △40

流動資産合計 416,305 425,765

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 ※１ 1,571,026 ※１ 1,570,943

減価償却累計額 △1,216,766 △1,233,393

建物及び構築物（純額） 354,260 337,549

機械装置及び運搬具 449,931 450,709

減価償却累計額 △407,478 △411,057

機械装置及び運搬具（純額） 42,452 39,652

土地 ※１ 2,293,314 ※１ 2,293,314

リース資産 6,686 6,686

減価償却累計額 △5,651 △6,129

リース資産（純額） 1,034 557

建設仮勘定 2,524 3,493

その他 34,976 28,959

減価償却累計額 △33,390 △27,627

その他（純額） 1,586 1,332

有形固定資産合計 2,695,173 2,675,900

無形固定資産   

ソフトウエア 1,013 991

電話加入権 1,124 1,124

無形固定資産合計 2,138 2,115

投資その他の資産   

投資有価証券 300,551 385,102

保険積立金 47,433 47,433

繰延税金資産 1,471 1,471

その他 5,150 4,027

投資その他の資産合計 354,607 438,035

固定資産合計 3,051,919 3,116,051

資産合計 3,468,224 3,541,816
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年10月31日)

当中間連結会計期間
(2024年４月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 10,510 6,859

短期借入金 ※１ 70,000 ※１ 40,000

１年内返済予定の長期借入金 ※１ 247,562 ※１ 257,014

１年内返還予定の受入建設協力金 15,730 15,730

リース債務 1,121 659

未払金 21,747 21,624

未払費用 33 27

未払法人税等 655 327

未払消費税等 ※２ 7,658 ※２ 5,123

その他 17,897 17,890

流動負債合計 392,915 365,257

固定負債   

長期借入金 ※１ 505,530 ※１ 516,750

受入建設協力金 71,197 63,332

リース債務 94 －

繰延税金負債 52,675 74,570

再評価に係る繰延税金負債 546,311 546,311

退職給付に係る負債 9,576 10,406

長期預り敷金保証金 149,854 149,854

固定負債合計 1,335,241 1,361,225

負債合計 1,728,156 1,726,483

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 322,741 322,741

利益剰余金 87,650 100,435

自己株式 △1,456 △1,456

株主資本合計 508,935 521,720

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 174,887 237,367

土地再評価差額金 1,056,245 1,056,245

その他の包括利益累計額合計 1,231,132 1,293,612

純資産合計 1,740,067 1,815,333

負債純資産合計 3,468,224 3,541,816
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②【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2022年11月１日
　至　2023年４月30日)

当中間連結会計期間
(自　2023年11月１日
　至　2024年４月30日)

売上高 274,563 254,155

売上原価 177,408 162,790

売上総利益 97,155 91,364

販売費及び一般管理費 ※１ 83,018 ※１ 75,790

営業利益 14,137 15,573

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 4,815 5,267

為替差益 － 347

助成金収入 640 －

その他 377 578

営業外収益合計 5,834 6,193

営業外費用   

支払利息 2,570 3,194

為替差損 979 －

その他 163 292

営業外費用合計 3,713 3,487

経常利益 16,257 18,279

特別利益   

保険解約益 4,889 －

国庫補助金 687 －

特別利益合計 5,576 －

特別損失   

保険解約損 369 －

特別功労金 50,000 －

固定資産圧縮損 687 －

特別損失合計 51,057 －

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純損

失（△）
△29,222 18,279

法人税、住民税及び事業税 327 327

法人税等調整額 △175 △175

法人税等合計 152 152

中間純利益又は中間純損失（△） △29,374 18,127

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社株主に

帰属する中間純損失（△）
△29,374 18,127

 

【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2022年11月１日
　至　2023年４月30日)

当中間連結会計期間
(自　2023年11月１日
　至　2024年４月30日)

中間純利益又は中間純損失（△） △29,374 18,127

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 52,267 62,480

その他の包括利益合計 52,267 62,480

中間包括利益 22,892 80,608

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 22,892 80,608
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③【中間連結株主資本等変動計算書】

前中間連結会計期間（自2022年11月１日　至2023年４月30日）

    （単位：千円）

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 100,000 322,741 76,176 △1,396 497,520

当中間期変動額      

剰余金の配当 － － △5,344 － △5,344

親会社株主に帰属する中間
純損失（△）

－ － △29,374 － △29,374

自己株式の取得 － － － △60 △60

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）

－ － － － －

当中間期変動額合計 － － △34,719 △60 △34,779

当中間期末残高 100,000 322,741 41,457 △1,456 462,741

 

     

 その他の包括利益累計額

純資産合計
 

その他有価証券評価
差額金

土地再評価差額金
その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 92,589 1,056,245 1,148,834 1,646,355

当中間期変動額     

剰余金の配当 － － － △5,344

親会社株主に帰属する中間
純損失（△）

－ － － △29,374

自己株式の取得 － － － △60

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）

52,267 － 52,267 52,267

当中間期変動額合計 52,267 － 52,267 17,488

当中間期末残高 144,856 1,056,245 1,201,101 1,663,843
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当中間連結会計期間（自2023年11月１日　至2024年４月30日）

    （単位：千円）

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 100,000 322,741 87,650 △1,456 508,935

当中間期変動額      

剰余金の配当 － － △5,342 － △5,342

親会社株主に帰属する中間
純利益 － － 18,127 － 18,127

自己株式の取得 － － － － －

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）

－ － － － －

当中間期変動額合計 － － 12,785 － 12,785

当中間期末残高 100,000 322,741 100,435 △1,456 521,720

 

     

 その他の包括利益累計額

純資産合計
 

その他有価証券評価
差額金

土地再評価差額金
その他の包括利益累
計額合計

当期首残高 174,887 1,056,245 1,231,132 1,740,067

当中間期変動額     

剰余金の配当 － － － △5,342

親会社株主に帰属する中間
純利益 － － － 18,127

自己株式の取得 － － － －

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）

62,480 － 62,480 62,480

当中間期変動額合計 62,480 － 62,480 75,265

当中間期末残高 237,367 1,056,245 1,293,612 1,815,333
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④【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2022年11月１日
　至　2023年４月30日)

当中間連結会計期間
(自　2023年11月１日
　至　2024年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純

損失（△）
△29,222 18,279

減価償却費 21,925 22,269

事業整理損失引当金の増減額（△は減少） △3,711 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 834 829

受取利息及び受取配当金 △4,815 △5,267

支払利息 2,570 3,194

為替差損益（△は益） 979 △347

固定資産除却損 69 54

特別功労金 50,000 －

保険解約損益（△は益） △4,519 －

国庫補助金 △687 －

固定資産圧縮損 687 －

売上債権の増減額（△は増加） 579 22,681

棚卸資産の増減額（△は増加） △914 △5,171

仕入債務の増減額（△は減少） 2,740 △3,771

未払消費税等の増減額（△は減少） 128 △2,534

その他 2,110 2,120

小計 38,754 52,338

利息及び配当金の受取額 4,815 5,267

利息の支払額 △2,520 △3,189

特別功労金の支払額 △50,000 －

補助金の受取額 687 －

法人税等の支払額 △655 △655

営業活動によるキャッシュ・フロー △8,917 53,761

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △15,549 △2,718

無形固定資産の取得による支出 △2,656 △103

保険積立金の解約による収入 19,578 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,371 △2,821

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △70,000 △30,000

長期借入れによる収入 280,000 160,000

長期借入金の返済による支出 △147,390 △139,328

建設協力金の返還による支出 △7,865 △7,865

リース債務の返済による支出 △542 △557

配当金の支払額 △5,155 △5,342

自己株式の取得による支出 △60 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 48,986 △23,093

現金及び現金同等物に係る換算差額 △979 347

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 40,462 28,194

現金及び現金同等物の期首残高 50,155 41,167

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 90,617 ※ 69,362
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【注記事項】

（中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

　　連結子会社の数　　　1社

　連結子会社は、太陽テキスタイルサポート㈱であります。

２．連結子会社の中間決算日等に関する事項

　連結子会社（太陽テキスタイルサポート㈱）の中間決算日は、中間連結決算日と一致しております。

３．会計方針に関する事項

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券

　その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

…時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等

…移動平均法による原価法

②　棚卸資産

　商品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品

　　月次移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算

　定）

(2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

①　有形固定資産（リース資産を除く）

…定額法

　なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物　　　　　２～37年

機械装置及び運搬具　　　２～16年

②　無形固定資産（リース資産を除く）

…定額法

　　なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいておりま

す。

③　リース資産

　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

(3）重要な引当金の計上基準

　貸倒引当金

　一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検

討し、回収不能見込額を計上しております。

(4）退職給付に係る会計処理の方法

　　退職給付に係る負債および退職給付費用の計算に、退職給付に係る中間連結会計期間末自己都合要支給

　額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(5）重要な収益及び費用の計上基準

　　当社および連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容

および当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

　①　繊維事業

　当社は、紡毛糸、梳毛糸、毛織物、ニット製品、コート、産業資材、手芸糸の製造および販売を行っ

ております。

　これらの商品または製品の販売については、商品または製品の引渡時点において顧客が当該製品に対

する支配を獲得し、履行義務が充足されるため、当該引渡時点で収益を認識しております。ただし、商

品または製品の国内の販売については、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替

的な取扱いを適用し、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である

ため、出荷時に収益を認識しております。

　なお、商品の販売のうち、当社が代理人に該当すると判断したものについては、他の当事者から提供

する商品と、交換に受け取る額から当該他の当事者に支払う額を控除した純額を収益として認識してお

ります。

　繊維事業に関する取引の対価は、商品または製品の引渡し後、概ね４か月以内に受領しており、当該

顧客との契約に基づく債権について、重要な金融要素の調整は行っておりません。
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②　賃貸事業

　　主に当社が保有する商業施設の賃貸および管理業務を行っております。

　　不動産賃貸収入は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に従い、オペレーティン

　グ・リース取引に該当する取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行って

　おります。

(6）重要なヘッジ会計の方法
①　ヘッジ会計の方法
　　繰延ヘッジ処理によっております。また、為替変動リスクのヘッジについて振当処理の要件を充たして
　いる場合には振当処理によっております。
②　ヘッジ手段とヘッジ対象
　　ヘッジ手段…為替予約
　　ヘッジ対象…買掛金（予定取引を含む）
③　ヘッジ方針
　　為替変動リスク低減のため、対象債務の範囲内でヘッジを行っております。
④　ヘッジ有効性評価の方法
　　為替予約の締結時に同一金額で同一期日の為替予約をそれぞれ振当てているため、その後の為替相場の
　　変動による相関関係は完全に確保されているので中間決算日における有効性の評価を省略しております。

(7）中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　　　中間連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引き出し

可能な預金および容易に換金可能であり、かつ、価値の変動に僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ

月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

 

（中間連結貸借対照表関係）

※１．担保資産及び担保付債務

　担保に供している資産は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2023年10月31日）

当中間連結会計期間
（2024年４月30日）

建物及び構築物 230,146千円 219,192千円

土地 1,780,132 1,780,132

計 2,010,278 1,999,325

 

　上記のうち工場財団抵当設定分

 
前連結会計年度
（2023年10月31日）

当中間連結会計期間
（2024年４月30日）

建物及び構築物 216,538千円 206,445千円

土地 1,582,980 1,582,980

計 1,799,519 1,789,425

 

　担保付債務は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2023年10月31日）

当中間連結会計期間
（2024年４月30日）

短期借入金 70,000千円 40,000千円

1年内返済予定の長期借入金 162,638 172,090

長期借入金 352,646 406,328

計 585,284 618,418

 

　上記のうち工場財団抵当設定分

 
前連結会計年度
（2023年10月31日）

当中間連結会計期間
（2024年４月30日）

短期借入金 70,000千円 40,000千円

1年内返済予定の長期借入金 141,238 157,890

長期借入金 332,446 392,428

計 543,684 590,318
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　　　　　※２．消費税等の取扱い

　仮払消費税等および仮受消費税等は相殺のうえ、流動負債の「未払消費税等」として表示しておりま

す。

 

（中間連結損益計算書関係）

※１．販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自　2022年11月１日
　　至　2023年４月30日）

　当中間連結会計期間
（自　2023年11月１日
　　至　2024年４月30日）

従業員給与 20,171千円 16,477千円

役員報酬 17,640 17,640

支払報酬 7,631 7,930

退職給付費用 1,134 1,069

 

　２．当社グループの売上高は、通常の営業の形態として、秋冬物用製品が主力となるため連結会計年度の上

半期の売上高と下半期の売上高との間に著しい相違があり、上半期と下半期の業績に季節的変動がありま

す。なお、当中間連結会計期間末に至る一年間の売上高は次のとおりであります。

 
 
 

前中間連結会計期間
（自　2022年11月１日
至　2023年４月30日）

当中間連結会計期間
（自　2023年11月１日
至　2024年４月30日）

前連結会計年度の下期の売上高 297,294千円 286,833千円

当中間連結会計期間の売上高 274,563 254,155

計 571,857 540,988

 

（中間連結株主資本等変動計算書関係）

前中間連結会計期間（自2022年11月１日　至2023年４月30日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期首
株式数（株）

当中間連結会計期間
増加株式数（株）

当中間連結会計期間
減少株式数（株）

当中間連結会計期間
末株式数（株）

発行済株式     

普通株式 3,589,000 － － 3,589,000

合計 3,589,000 － － 3,589,000

自己株式     

普通株式（注） 26,255 1,000 － 27,255

合計 26,255 1,000 － 27,255

　　（注）普通株式の自己株式の株式数の増加1,000株は、単元未満株式の買取による増加であります。

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　　該当事項はありません。

 

３．配当に関する事項

　配当金支払額
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決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

2023年１月20日

定時株主総会
普通株式 5,344 利益剰余金 1.5 2022年10月31日 2023年１月23日

 
当中間連結会計期間（自2023年11月１日　至2024年４月30日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期首
株式数（株）

当中間連結会計期間
増加株式数（株）

当中間連結会計期間
減少株式数（株）

当中間連結会計期間
末株式数（株）

発行済株式     

普通株式 3,589,000 － － 3,589,000

合計 3,589,000 － － 3,589,000

自己株式     

普通株式 27,255 － － 27,255

合計 27,255 － － 27,255

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　　該当事項はありません。

 

３．配当に関する事項

　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

2024年１月25日

定時株主総会
普通株式 5,342 利益剰余金 1.5 2023年10月31日 2024年１月26日

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間
（自　2022年11月１日
至　2023年４月30日）

当中間連結会計期間
（自　2023年11月１日
至　2024年４月30日）

現金及び預金 90,617千円 69,362千円

現金及び現金同等物 90,617 69,362

 

（金融商品関係）

１．金融商品の時価等に関する事項

中間連結貸借対照表計上額（連結貸借対照表計上額）、時価およびこれらの差額については、次のとおりで

あります。

 前連結会計年度（2023年10月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 
連結貸借対照表計

上額
時価 差額

(1）投資有価証券 299,103 299,103 －

資産計 299,103 299,103 －

(2）長期借入金（1年内返済予定を含む） 753,092 749,882 △3,209

負債計 753,092 749,882 △3,209
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 当中間連結会計期間（2024年４月30日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 
中間連結貸借対照表

計上額
時価 差額

(1）投資有価証券 383,654 383,654 －

資産計 383,654 383,654 －

(2）長期借入金（1年内返済予定を含む） 773,764 766,418 △7,345

負債計 773,764 766,418 △7,345

 

(*1)　「現金及び預金」については、現金であること、及び預金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似する

　　ものであることから、記載を省略しております。

(*2)　「受取手形及び売掛金」、「支払手形及び買掛金」及び「短期借入金」については、短期間で決済されるため時

　　価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。

(*3)　市場価格のない株式等は、「(1)投資有価証券」には含まれておりません。当該金融商品の中間連結貸借対照表計

　　上額（連結貸借対照表計上額）は以下のとおりであります。

（単位：千円）

区分 前連結会計年度 当中間連結会計期間

非上場株式 1,447 1,447

 

２．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに

 分類しております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価

　　　　　　　　の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定

　　　　　　　　に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

　　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ

　属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

 

(1)　時価で中間連結貸借対照表（連結貸借対照表）に計上している金融商品

 前連結会計年度(2023年10月31日)

（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券     

　その他有価証券

　　株式
299,103 － － 299,103

資産計 299,103 － － 299,103
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 当中間連結会計期間(2024年４月30日)

（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券     

　その他有価証券

　　株式
383,654 － － 383,654

資産計 383,654 － － 383,654

 

(2)　時価で中間連結貸借対照表（連結貸借対照表）に計上している金融商品以外の金融商品

 前連結会計年度(2023年10月31日)

（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金（1年内返済予定を

含む）
－ 749,882 － 749,882

負債計 － 749,882 － 749,882

 

 当中間連結会計期間(2024年４月30日)

（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金（1年内返済予定を

含む）
－ 766,418 － 766,418

負債計 － 766,418 － 766,418

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

投資有価証券

　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価をレベル

１の時価に分類しております。

長期借入金（1年内返済予定を含む）

　長期借入金の時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間および信用リスクを加味した利率を基に、割引現在

価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

 

（有価証券関係）

１．その他有価証券

前連結会計年度（2023年10月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区分 種類
連結貸借対照表
計上額

取得原価 差額

連結貸借対照表計上額が取得原価を

超えるもの

株式 299,103 56,146 242,957

小計 299,103 56,146 242,957

連結貸借対照表計上額が取得原価を

超えないもの

株式 － － －

小計 － － －

合計 299,103 56,146 242,957

（注）非上場株式等(当連結貸借対照表計上額1,447千円)につきましては、市場価格のない株式等であることから、上記

　　　の「その他有価証券」には含めておりません。
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　　　　　当中間連結会計期間（2024年４月30日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区分 種類
中間連結貸借対照表

計上額
取得原価 差額

中間連結貸借対照表計上額が取得原

価を超えるもの

株式 383,654 56,146 327,508

小計 383,654 56,146 327,508

中間連結貸借対照表計上額が取得原

価を超えないもの

株式 － － －

小計 － － －

合計 383,654 56,146 327,508

（注）非上場株式等(当中間連結貸借対照表計上額1,447千円)につきましては、市場価格のない株式等であることから、

　　　上記の「その他有価証券」には含めておりません。

 

２．売却したその他有価証券

前連結会計年度（自2022年11月１日　至2023年10月31日）

　該当事項はありません。

当中間連結会計期間（自2023年11月１日　至2024年４月30日）

　該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

１．ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引

　前連結会計年度（2023年10月31日）

　　該当事項はありません。

　当中間連結会計期間（2024年４月30日）

　　該当事項はありません。

 

２．ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引

　前連結会計年度（2023年10月31日）

　　該当事項はありません。

　当中間連結会計期間（2024年４月30日）

　　該当事項はありません。

 

（資産除去債務関係）

前連結会計年度（2023年10月31日）

１．資産除去債務のうち連結貸借対照表に計上しているもの

　該当はありません。

 
２．連結貸借対照表に計上しているもの以外の資産除去債務

　当社グループは、一部建物の建築材料に石綿を使用した物件を所有しております。当該建物の解体時におい

て、法令の定める方法により石綿を適切に除去する債務を有しておりますが、当該建物については、今後とも

適切な維持管理を行いながら、使用を継続する予定であります。従いまして債務の履行時期の見積りが困難で

あり、具体的な計画に基づかない限り解体時期を見積ることができません。さらに、当該建物の除却費用か

ら、当該石綿の除去に直接関わる費用を区分して見積ることは、困難であります。

　これらの理由から、当該債務に見合う資産除去債務は計上しておりません。

 
当中間連結会計期間（2024年４月30日）

１．資産除去債務のうち中間連結貸借対照表に計上しているもの

　　該当はありません。
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２．中間連結貸借対照表に計上しているもの以外の資産除去債務

　当社グループは、一部建物の建築材料に石綿を使用した物件を所有しております。当該建物の解体時におい

て、法令の定める方法により石綿を適切に除去する債務を有しておりますが、当該建物については、今後とも

適切な維持管理を行いながら、使用を継続する予定であります。従いまして債務の履行時期の見積りが困難で

あり、具体的な計画に基づかない限り解体時期を見積ることができません。さらに、当該建物の除却費用か

ら、当該石綿の除去に直接関わる費用を区分して見積ることは、困難であります。

　これらの理由から、当該債務に見合う資産除去債務は計上しておりません。

 

（賃貸等不動産関係）

　賃貸等不動産の中間連結貸借対照表計上額および中間連結決算日における時価に、前連結会計年度の末日に

比して著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

 

（収益認識関係）

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであり

　ます。

 

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　　中間連結財務諸表「注記事項（中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）３．会計方針に関す

　る事項（5）重要な収益及び費用の計上基準」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

 

３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当中間連結

会計期間末において存在する顧客との契約から翌連結会計年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び

時期に関する情報

　　（1）契約資産及び契約負債の残高等

該当事項はありません。

　　（2）残存履行義務に配分した取引価格

　当社および連結子会社においては、当初の予想契約期間が１年を超える重要な取引がないため、実

務上の便法を適用し、残存履行義務に関する情報の記載を省略しております。また、顧客との契約か

ら生じる対価の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。

 

EDINET提出書類

太陽毛絲紡績株式会社(E00555)

半期報告書

27/46



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。

　当社グループは、製品・サービス別の事業本部を置き、各事業本部は、取り扱う製品・サービスについて国

内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。したがって、当社グループは、事業本部

を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「繊維事業」および「賃貸事業」を報告セ

グメントとしております。

「繊維事業」は、紡毛糸、梳毛糸、毛織物、ニット製品、コート、産業資材、手芸糸の製造・販売を行ってお

ります。

「賃貸事業」は、不動産の賃貸および管理業務を行っております。

　なお、前連結会計年度において、「物流事業」から撤退したことから、当中間連結会計期間より「繊維事

業」および「賃貸事業」の２つのセグメント区分となっております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と同一であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益および振替高は市場

実勢価格に基づいております。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報並びに収益の分

　　解情報

　　　　前中間連結会計期間（自2022年11月１日　至2023年４月30日）

     （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
中間連結財務
諸表計上額

 繊維事業 賃貸事業
物流事業
（注）２

合計

主要な財又はサービス       

　原糸 122,918 － － 122,918 － 122,918

　アパレル衣料品 29,285 － － 29,285 － 29,285

　検品・加工 － － 356 356 － 356

　その他 22,919 － － 22,919 － 22,919

　顧客との契約から生じる収益 175,124 － 356 175,480 － 175,480

　その他の収益（注）１ － 99,082 － 99,082 － 99,082

外部顧客への売上高 175,124 99,082 356 274,563 － 274,563

セグメント間の内部売上高又は

振替高
5,690 4,900 1,278 11,868 △11,868 －

計 180,814 103,982 1,635 286,432 △11,868 274,563

セグメント利益又はセグメント損

失（△）
5,728 47,818 △132 53,414 △39,277 14,137

セグメント資産 585,494 2,509,878 － 3,095,372 402,124 3,497,497

その他の項目       

減価償却費 7,748 13,501 159 21,409 516 21,925

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額
12,263 5,231 － 17,494 2,656 20,151

（注）１．その他の収益には、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号　2007年３月30日）に基づく所

有不動産の賃貸収入等が含まれております。

２．2022年12月31日に当社の連結子会社である太陽テキスタイルサポート株式会社の物流加工業務から撤退した

ため、2022年11月１日から 2022年12月31日までの期間の売上高、セグメント利益又は損失、その他の項目

の金額を記載しております。

 

EDINET提出書類

太陽毛絲紡績株式会社(E00555)

半期報告書

28/46



　　　　当中間連結会計期間（自2023年11月１日　至2024年４月30日）

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
中間連結財務
諸表計上額

 繊維事業 賃貸事業 合計

主要な財又はサービス      

　原糸 116,481 － 116,481 － 116,481

　アパレル衣料品 14,845 － 14,845 － 14,845

　その他 23,277 － 23,277 － 23,277

　顧客との契約から生じる収益 154,604 － 154,604 － 154,604

　その他の収益（注） － 99,550 99,550 － 99,550

外部顧客への売上高 154,604 99,550 254,155 － 254,155

セグメント間の内部売上高又は

振替高
6,000 5,400 11,400 △11,400 －

計 160,604 104,950 265,555 △11,400 254,155

セグメント利益 8,607 46,739 55,347 △39,773 15,573

セグメント資産 561,223 2,474,964 3,036,187 505,629 3,541,816

その他の項目      

減価償却費 8,387 13,574 21,962 306 22,269

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額
2,851 － 2,851 175 3,027

（注）その他の収益には、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号　2007年３月30日）に基づく所有不

動産の賃貸収入等が含まれております。

 

４．報告セグメント合計額と中間連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事

項）

（単位：千円）
 

売上高 前中間連結会計期間 当中間連結会計期間

報告セグメント計 286,432 265,555

セグメント間取引消去 △11,868 △11,400

中間連結財務諸表の売上高 274,563 254,155

 

（単位：千円）
 

利益 前中間連結会計期間 当中間連結会計期間

報告セグメント計 53,414 55,347

セグメント間取引消去 － －

全社費用（注） △39,277 △39,773

中間連結財務諸表の営業利益 14,137 15,573

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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（単位：千円）

 

資産 前中間連結会計期間 当中間連結会計期間

報告セグメント計 3,095,372 3,036,187

セグメント間取引消去 △43,555 △39,026

全社資産（注） 445,680 544,655

中間連結財務諸表の資産合計 3,497,497 3,541,816

（注）全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない当社の余資運用資金、長期投資資金（投資有価証券）等でありま

す。

 

（単位：千円）
 

その他の項目

報告セグメント計 調整額 中間連結財務諸表計上額

前中間連結
会計期間

当中間連結
会計期間

前中間連結
会計期間

当中間連結
会計期間

前中間連結
会計期間

当中間連結
会計期間

減価償却費 21,409 21,962 516 306 21,925 22,269

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額
17,494 2,851 2,656 175 20,151 3,027

（注）減価償却費の調整額は、主にソフトウエアにかかるものであります。

 

【関連情報】

前中間連結会計期間（自2022年11月１日　至2023年４月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

　製品及びサービスの区分が報告セグメント区分と同一であるため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

　(1)売上高

　　　本邦の外部顧客への売上高が中間連結損益計算書の売上高の90%を超えるため記載を省略しております。

　(2)有形固定資産

　　 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社アイリスプラザ 72,990 賃貸事業

 

当中間連結会計期間（自2023年11月１日　至2024年４月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

　製品及びサービスの区分が報告セグメント区分と同一であるため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

　(1)売上高

　　　本邦の外部顧客への売上高が中間連結損益計算書の売上高の90%を超えるため記載を省略しております。

　(2)有形固定資産

　　 本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３．主要な顧客ごとの情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

株式会社アイリスプラザ 72,990 賃貸事業
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

　　　　　前中間連結会計期間(自2022年11月１日　至2023年４月30日）

　該当事項はありません。
 
　　　　　当中間連結会計期間(自2023年11月１日　至2024年４月30日）

　該当事項はありません。
 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前中間連結会計期間(自2022年11月１日　至2023年４月30日）

　該当事項はありません。
 

当中間連結会計期間(自2023年11月１日　至2024年４月30日）

　該当事項はありません。
 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前中間連結会計期間(自2022年11月１日　至2023年４月30日）

　該当事項はありません。
 

当中間連結会計期間(自2023年11月１日　至2024年４月30日）

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

　　　 １株当たり純資産額は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2023年10月31日）

当中間連結会計期間
（2024年４月30日）

１株当たり純資産額 488円54銭 509円68銭

 

　　　 １株当たり中間純利益又は１株当たり中間純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自 2022年11月１日
至 2023年４月30日）

当中間連結会計期間
（自 2023年11月１日
至 2024年４月30日）

１株当たり中間純利益又は１株当たり中

間純損失（△）
△8円25銭 5円09銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益又は親

会社株主に帰属する中間純損失（△）

（千円）

△29,374 18,127

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中

間純利益又は親会社株主に帰属する中間

純損失（△）（千円）

△29,374 18,127

普通株式の期中平均株式数（株） 3,562,459 3,561,745

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

(2)【その他】

該当事項はありません。
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２【中間財務諸表等】

(1)【中間財務諸表】

①【中間貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2023年10月31日)
当中間会計期間
(2024年４月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 30,689 58,944

受取手形及び売掛金 63,831 41,681

商品及び製品 219,836 215,248

仕掛品 4,665 2,248

原材料及び貯蔵品 71,756 83,824

その他 8,886 7,452

流動資産合計 399,664 409,400

固定資産   

有形固定資産   

建物 ※１ 1,430,237 ※１ 1,430,154

減価償却累計額 △1,100,368 △1,115,001

建物（純額） 329,868 315,152

構築物 140,789 140,789

減価償却累計額 △116,397 △118,392

構築物（純額） 24,391 22,397

機械及び装置 449,931 450,709

減価償却累計額 △407,478 △411,057

機械及び装置（純額） 42,452 39,652

工具、器具及び備品 28,959 28,959

減価償却累計額 △27,372 △27,627

工具、器具及び備品（純額） 1,586 1,332

土地 ※１ 2,293,314 ※１ 2,293,314

建設仮勘定 2,524 3,493

その他 6,017 －

減価償却累計額 △6,017 －

その他（純額） － －

有形固定資産合計 2,694,139 2,675,343

無形固定資産   

ソフトウエア 1,013 991

電話加入権 1,124 1,124

無形固定資産合計 2,138 2,115

投資その他の資産   

投資有価証券 300,551 385,102

関係会社株式 30,000 30,000

保険積立金 47,433 47,433

その他 5,150 4,027

投資その他の資産合計 383,135 466,563

固定資産合計 3,079,412 3,144,022

資産合計 3,479,077 3,553,422
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2023年10月31日)
当中間会計期間
(2024年４月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 16,517 13,349

短期借入金 ※１ 70,000 ※１ 40,000

１年内返済予定の長期借入金 ※１ 247,562 ※１ 257,014

１年内返還予定の受入建設協力金 15,730 15,730

未払金 15,748 16,557

未払費用 33 27

未払法人税等 290 145

未払消費税等 ※２ 5,065 ※２ 3,206

その他 18,590 18,740

流動負債合計 389,538 364,771

固定負債   

長期借入金 ※１ 505,530 ※１ 516,750

受入建設協力金 71,197 63,332

繰延税金負債 52,675 74,570

再評価に係る繰延税金負債 546,311 546,311

退職給付引当金 9,576 10,406

長期預り敷金保証金 149,854 149,854

固定負債合計 1,335,146 1,361,225

負債合計 1,724,685 1,725,997

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000

資本剰余金   

資本準備金 122,741 122,741

その他資本剰余金 200,000 200,000

資本剰余金合計 322,741 322,741

利益剰余金   

その他利益剰余金   

固定資産圧縮積立金 3,671 3,331

繰越利益剰余金 98,304 109,196

利益剰余金合計 101,975 112,528

自己株式 △1,456 △1,456

株主資本合計 523,259 533,812

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 174,887 237,367

土地再評価差額金 1,056,245 1,056,245

評価・換算差額等合計 1,231,132 1,293,612

純資産合計 1,754,392 1,827,425

負債純資産合計 3,479,077 3,553,422
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②【中間損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間会計期間

(自　2022年11月１日
　至　2023年４月30日)

当中間会計期間
(自　2023年11月１日
　至　2024年４月30日)

売上高 256,186 236,578

売上原価 154,960 139,634

売上総利益 101,226 96,943

販売費及び一般管理費 91,347 83,919

営業利益 9,878 13,023

営業外収益 ※２ 5,541 ※２ 6,192

営業外費用 ※３ 3,652 ※３ 3,351

経常利益 11,768 15,864

特別利益 ※４ 5,576 －

特別損失 ※５ 51,057 －

税引前中間純利益又は税引前中間純損失（△） △33,712 15,864

法人税、住民税及び事業税 145 145

法人税等調整額 △175 △175

法人税等合計 △30 △30

中間純利益又は中間純損失（△） △33,681 15,895
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③【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間（自2022年11月１日　至2023年４月30日）

        （単位：千円）

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計

 

資本準備金
その他資
本剰余金

資本剰余
金合計

その他利益剰余金
利益剰余
金合計

 
固定資産圧
縮積立金

繰越利益剰
余金

当期首残高 100,000 122,741 200,000 322,741 4,349 99,678 104,028 △1,396 525,372

当中間期変動額          

剰余金の配当 － － － － － △5,344 △5,344 － △5,344

中間純損失（△） － － － － － △33,681 △33,681 － △33,681

圧縮積立金の取崩額 － － － － △339 339 － － －

自己株式の取得 － － － － － － － △60 △60

株主資本以外の項目の当
中間期変動額（純額）

－ － － － － － － － －

当中間期変動額合計 － － － － △339 △38,686 △39,025 △60 △39,085

当中間期末残高 100,000 122,741 200,000 322,741 4,010 60,992 65,002 △1,456 486,286

 

     

 評価・換算差額等

純資産合計
 その他有価証券評価差額金 土地再評価差額金 評価・換算差額等合計

当期首残高 92,589 1,056,245 1,148,834 1,674,207

当中間期変動額     

剰余金の配当 － － － △5,344

中間純損失（△） － － － △33,681

圧縮積立金の取崩額 － － － －

自己株式の取得 － － － △60

株主資本以外の項目の当
中間期変動額（純額）

52,267 － 52,267 52,267

当中間期変動額合計 52,267 － 52,267 13,181

当中間期末残高 144,856 1,056,245 1,201,101 1,687,388
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当中間会計期間（自2023年11月１日　至2024年４月30日）

        （単位：千円）

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本
合計

 

資本準備金
その他資
本剰余金

資本剰余
金合計

その他利益剰余金
利益剰余
金合計

 
固定資産圧
縮積立金

繰越利益剰
余金

当期首残高 100,000 122,741 200,000 322,741 3,671 98,304 101,975 △1,456 523,259

当中間期変動額          

剰余金の配当 － － － － － △5,342 △5,342 － △5,342

中間純利益 － － － － － 15,895 15,895 － 15,895

圧縮積立金の取崩額 － － － － △339 339 － － －

自己株式の取得 － － － － － － － － －

株主資本以外の項目の当
中間期変動額（純額）

－ － － － － － － － －

当中間期変動額合計 － － － － △339 10,891 10,552 － 10,552

当中間期末残高 100,000 122,741 200,000 322,741 3,331 109,196 112,528 △1,456 533,812

 

     

 評価・換算差額等

純資産合計
 その他有価証券評価差額金 土地再評価差額金 評価・換算差額等合計

当期首残高 174,887 1,056,245 1,231,132 1,754,392

当中間期変動額     

剰余金の配当 － － － △5,342

中間純利益 － － － 15,895

圧縮積立金の取崩額 － － － －

自己株式の取得 － － － －

株主資本以外の項目の当
中間期変動額（純額）

62,480 － 62,480 62,480

当中間期変動額合計 62,480 － 62,480 73,033

当中間期末残高 237,367 1,056,245 1,293,612 1,827,425
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．資産の評価基準及び評価方法

　(1）有価証券

　　子会社株式

…移動平均法による原価法

　　その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

…時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）

市場価格のない株式等

…移動平均法による原価法

　(2）棚卸資産

　　　商品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品

　　　月次移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

２．固定資産の減価償却の方法

(1）有形固定資産

…定額法

　なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物　　　　　　　　　　２～37年

機械及び装置　　　　　　２～16年

(2）無形固定資産

…定額法

　なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。

３．引当金の計上基準

(1）貸倒引当金

　一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討

し、回収不能見込額を計上しております。

(2）退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、退職給付引当金および退職給付費用の計算に、退職給付に係る中間期末

自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

４．収益及び費用の計上基準

　当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容および当該履行義務

を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

（1）繊維事業

　当社は、紡毛糸、梳毛糸、毛織物、ニット製品、コート、産業資材、手芸糸の製造および販売を行って

おります。

　これらの商品または製品の販売については、商品または製品の引渡時点において顧客が当該製品に対す

る支配を獲得し、履行義務が充足されるため、当該引渡時点で収益を認識しております。ただし、商品ま

たは製品の国内販売については、「収益認識に関する会計基準の適用指針」第98項に定める代替的な取扱

いを適用し、出荷時から当該製品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間であるため、出荷

時に収益を認識しております。

　なお、商品の販売のうち、当社が代理人に該当すると判断したものについては、他の当事者から提供す

る商品と、交換に受け取る額から当該他の当事者に支払う額を控除した純額を収益として認識しておりま

す。

　繊維事業に関する取引の対価は、商品または製品の引渡し後、概ね４か月以内に受領しており、当該顧

客との契約に基づく債権について、重要な金融要素の調整は行っておりません。

（2）賃貸事業

　主に当社が保有する商業施設の賃貸および管理業務を行っております。

　不動産賃貸収入は、企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」に従い、オペレーティング・

リース取引に該当する取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っておりま

す。

５．ヘッジ会計の方法

　(1）ヘッジ会計の方法

　繰延ヘッジ処理によっております。また、為替変動リスクのヘッジについて振当処理の要件を充たしてい

る場合には振当処理によっております。
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　(2）ヘッジ手段とヘッジ対象

　ヘッジ手段…為替予約

　ヘッジ対象…買掛金（予定取引を含む）

　(3）ヘッジ方針

　為替変動リスク低減のため、対象債務の範囲内でヘッジを行っております。

 （4）ヘッジ有効性評価の方法

　為替予約の締結時に、同一金額で同一期日の為替予約をそれぞれ振当てているため、その後の為替相場の

変動による相関関係は完全に確保されているので中間決算日における有効性の評価を省略しております。

 

（中間貸借対照表関係）

※１．担保資産および担保付債務

　担保に供している資産は次のとおりであります。

 
前事業年度

（2023年10月31日）
当中間会計期間
（2024年４月30日）

建物 230,146千円 219,192千円

土地 1,780,132 1,780,132

計 2,010,278 1,999,325

 

　上記のうち工場財団抵当設定分

 
前事業年度

（2023年10月31日）
当中間会計期間
（2024年４月30日）

建物 216,538千円 206,445千円

土地 1,582,980 1,582,980

計 1,799,519 1,789,425

 

　担保付債務は次のとおりであります。

 
前事業年度

（2023年10月31日）
当中間会計期間
（2024年４月30日）

短期借入金 70,000千円 40,000千円

1年内返済予定の長期借入金 162,638 172,090

長期借入金 352,646 406,328

計 585,284 618,418

 

　上記のうち工場財団抵当設定分

 
前事業年度

（2023年10月31日）
当中間会計期間
（2024年４月30日）

短期借入金 70,000千円 40,000千円

1年内返済予定の長期借入金 141,238 157,890

長期借入金 332,446 392,428

計 543,684 590,318

 

　　　　　※２．消費税等の取扱い

仮払消費税等および仮受消費税等は相殺のうえ、流動資産の「未払消費税等」として表示しております。

 

EDINET提出書類

太陽毛絲紡績株式会社(E00555)

半期報告書

38/46



（中間損益計算書関係）

　１. 減価償却実施額

 
前中間会計期間

（自　2022年11月１日
至　2023年４月30日）

当中間会計期間
（自　2023年11月１日
至　2024年４月30日）

有形固定資産 21,417千円 21,665千円

無形固定資産 30 125

計 21,447 21,791

 

※２. 営業外収益のうち主要なもの

 
 
 

前中間会計期間
（自　2022年11月１日
至　2023年４月30日）

当中間会計期間
（自　2023年11月１日
至　2024年４月30日）

受取利息 0千円 0千円

受取配当金 4,815 5,267

助成金収入 350 －

 

※３.　営業外費用のうち主要なもの

 
 
 

前中間会計期間
（自　2022年11月１日
至　2023年４月30日）

当中間会計期間
（自　2023年11月１日
至　2024年４月30日）

支払利息 2,542千円 3,181千円

 

※４.　特別利益のうち主要なもの

 

 

 

前中間会計期間
（自　2022年11月１日
至　2023年４月30日）

当中間会計期間
（自　2023年11月１日
至　2024年４月30日）

保険解約益 4,889千円 －千円

国庫補助金 687 －

 

※５.　特別損失のうち主要なもの

 
 
 

前中間会計期間
（自　2022年11月１日
至　2023年４月30日）

当中間会計期間
（自　2023年11月１日
至　2024年４月30日）

保険解約損 369千円 －千円

特別功労金 50,000 －

固定資産圧縮損 687 －

 

　６. 当社の売上高は、通常の営業の形態として、秋冬物用製品が主力となるため事業年度の上半期の売上高

と下半期の売上高との間に著しい相違があり、上半期と下半期の業績に季節的変動があります。なお、当

中間会計期間末に至る一年間の売上高は次のとおりであります。

 
 
 

前中間会計期間
（自　2022年11月１日
至　2023年４月30日）

当中間会計期間
（自　2023年11月１日
至　2024年４月30日）

前事業年度の下期の売上高 273,994千円 267,100千円

当中間会計期間の売上高 256,186 236,578

計 530,181 503,678
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（有価証券関係）

　前事業年度　(2023年10月31日)

　子会社株式(貸借対照表計上額　子会社株式30,000千円)は市場価格のない株式等のため、時価を記載しており

ません。

 

　当中間会計期間　(2024年４月30日)

　子会社株式(中間貸借対照表計上額　子会社株式30,000千円)は市場価格のない株式等のため、時価を記載して

おりません。

 

（収益認識関係）

　　顧客との契約から生じる利益を理解するための基礎となる情報は、中間連結財務諸表「注記事項（収益認識

　関係）」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

(2)【その他】

 　 該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

太陽毛絲紡績株式会社(E00555)

半期報告書

40/46



第６【提出会社の参考情報】
　 当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

　　有価証券報告書及びその添付書類

　　事業年度（第99期）（自　2022年11月１日　至　2023年10月31日）2024年１月26日関東財務局長に提出

 

EDINET提出書類

太陽毛絲紡績株式会社(E00555)

半期報告書

41/46



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

 

  2024年７月26日  

太陽毛絲紡績株式会社    

 

 取締役会　御中  

 

 公認会計士　中村孝事務所  

 東京都大田区  

 

   公認会計士 中村　孝

 

 新創監査法人  

 東京都中央区  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 松原　寛

 

中間監査意見

　私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

太陽毛絲紡績株式会社の2023年11月１日から2024年10月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2023年11月１日か

ら2024年４月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括

利益計算書、中間連結株主資本等変動計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書、中間連結財務諸表作成のための基本

となる重要な事項及びその他の注記について中間監査を行った。

　私たちは、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に準

拠して、太陽毛絲紡績株式会社及び連結子会社の2024年４月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間連結会

計期間（2023年11月１日から2024年４月30日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示

しているものと認める。

 

中間監査意見の根拠

　私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準

における私たちの責任は、「中間連結財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。私たちは、我が国におけ

る職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。私たちは、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者及び監査役の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に準拠して中間連結財務諸

表を作成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を

作成し有用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に

関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した中間監査に基づいて、全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して投

資者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得て、中間監査報告書において独立の立場か

ら中間連結財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別

に又は集計すると、中間連結財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると

判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に従って、中間監査の過程を通じて、職業的専

門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による中間連結財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに
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　対応する中間監査手続を立案し、実施する。中間監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、中間監査の

　意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。なお、中間監査手続は、年度監査と比べて監査手続の一部

　が省略され、監査人の判断により、不正又は誤謬による中間連結財務諸表の重要な虚偽表示リスクの評価に基づいて、

　分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。

・　中間連結財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク

　評価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間連結財務諸表の作成と有用な情報の表

　示に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注

　記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として中間連結財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に

　基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか

　結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、中間監査報告書において中間連結財務諸表

　の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中

　間連結財務諸表に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、中間監査報告書日までに

　入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ

　る。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連結財務諸表の作成基準

　に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間連

　結財務諸表が基礎となる取引や会計事象に関して有用な情報を表示しているかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠

　を入手する。監査人は、中間連結財務諸表の中間監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

　独で中間監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査役に対して、計画した中間監査の範囲とその実施時期、中間監査の実施過程で識別した内部統制の重要

な不備を含む中間監査上の重要な発見事項、及び中間監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上
 
　（注）１．上記の中間監査報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは中間監査の対象には含まれておりません。
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独立監査人の中間監査報告書

 

  2024年７月26日  

太陽毛絲紡績株式会社    

 

 取締役会　御中  

 

 公認会計士　中村孝事務所  

 東京都大田区  

 

   公認会計士 中村　孝

 

 新創監査法人  

 東京都中央区  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 松原　寛

 

中間監査意見

　私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている

太陽毛絲紡績株式会社の2023年11月１日から2024年10月31日までの第100期事業年度の中間会計期間（2023年11月１日か

ら2024年４月30日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計算

書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。

　私たちは、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して、

太陽毛絲紡績株式会社の2024年４月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する中間会計期間（2023年11月１日から

2024年４月30日まで）の経営成績に関する有用な情報を表示しているものと認める。

 

中間監査意見の根拠

　私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準

における私たちの責任は、「中間財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。私たちは、我が国における職

業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。私

たちは、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

中間財務諸表に対する経営者及び監査役の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作成

し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有用な

情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるかど

うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間財務諸表監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した中間監査に基づいて、全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者

の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得て、中間監査報告書において独立の立場から中

間財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集

計すると、中間財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に従って、中間監査の過程を通じて、職業的専

門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応

　する中間監査手続を立案し、実施する。中間監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、中間監査の意見

　表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。なお、中間監査手続は、年度監査と比べて監査手続の一部が省
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　略され、監査人の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクの評価に基づいて、分析的手

　続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。

・　中間財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価

　の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に関連

　する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注

　記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として中間財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ

　き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論

　付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、中間監査報告書において中間財務諸表の注記事

　項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務諸表に

　対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、中間監査報告書日までに入手した監査証拠

　に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠し

　ているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間財務諸表が基礎

　となる取引や会計事象に関して有用な情報を表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役に対して、計画した中間監査の範囲とその実施時期、中間監査の実施過程で識別した内部統制の重要

な不備を含む中間監査上の重要な発見事項、及び中間監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

 

利害関係

　会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上
 

　（注）１．上記の中間監査報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは中間監査の対象には含まれておりません。
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